
広島商船高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 ビジネス英語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 1954001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 流通情報工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 English for Business Communication
担当教員 岡山 正人
到達目標
(1)日本語を適切に理解及び運用することができる。
(2)上記⑴を基に, 日本語を適切な英語で, 英語を適切な日本語で捉えることができる。
(3)異文化理解の姿勢を持ち, その第一歩として適切な語彙力を有する。
(4)日本語と英語の両言語を一対一の対連合関係ではなく, 両言語の表現及び表す意味の違いを有機的に捉えることができる。
⑸「話す, 聞く, 読む, 書く」の四技能の理解及び運用の能力を有する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1：日本語の理解と運用 日本語を適切に理解及び運用する
ことができる。

日本語の語感や意味を説明できる
。

日本語の語感や意味を言語化でき
ない。

評価項目2：英語の理解と運用
上記⑴を基に, 日本語を適切な英語
で, 英語を適切な日本語で捉えるこ
とができる。

自分の言葉で両言語の異同を言語
化することができる。

教員によるサポートがあっても両
言語の異同を言語化できない。

評価項目3：言語に対する意識 異文化理解の姿勢を持ち, その第一
歩として適切な語彙力を有する。

授業で紹介された語彙・表現に関
しては全て理解し運用もできる。

授業で紹介された語彙・表現の理
解及び運用ができない。

評価項目4：総合的な言語形式の理
解と運用

日本語と英語の両言語を一対一の
対連合関係ではなく, 両言語の表現
及び表す意味の違いを有機的に捉
えることができる。

両言語における言語形式及び文型
の使用方法を理解している。

両言語における言語形式及び文型
の使用方法を理解できない。

評価項目5：実践的な知識の理解と
運用

「話す, 聞く, 読む, 書く」の四技
能の理解及び運用の能力を有する
。

話す・聞く：授業での会話練習で
教員の問いかけに対して意味交渉
をすることができる。
読む・書く：綴りや言語形式を正
しく書くことができる。

話す・聞く：言語的に意思表示が
できない。
読む・書く：綴りや言語形式が正
しく書けない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
⑴授業では日本語と英語の表現の仕方の違いに焦点を当て, 暗記すべき事項と自分の力で考え, 正しく運用するための訓
練を行う。主として講義形式で進めるが, 必要に応じてディスカッションや発表を行うこともある。
⑵両言語の文化的背景や統語的・語彙的異同を理解し, TOEICのスコアアップを目指す。
⑶これまでの英語学習を振り返り, 5年間の総復習の一環の一つとしても位置付ける。

授業の進め方・方法
授業は主として以下のように大きく三つのパートからなる。英語力の総合的な向上を目指し，シャドーイングを序盤で
行い，その後当該課の文法，語彙に関するレクチャーを行なったのち，レクチャーでカバーした項目を用いて英作を行
い，英語を積極的に使う練習を行う。教員は適宜机間巡視を行うので，積極的に取り組み，質問があれば授業時間内に
必ず解決することを求めたい。

注意点

（１）主として講義形式で進めるが, 必要に応じて発表やディスカッションを行う。積極的な参加を求めたい。
（２）不明な点がある場合は積極的に質問すること。
（３）自分で考え, 教員からの問いかけに対して自分の言葉で考えを言語化する姿勢を持ってほしい。
（４）授業スケジュールは履修者の理解度に応じて適宜変更するため，あくまでも暫定的なものであることを申し添え
る。
（５）基本的に毎時間授業で行うのは英語を使えるようになるための練習であり，英語の運用能力を上げることを目的
として徹底的に運用練習を行なっていく。よって，定期テストは授業での練習の成果を確認するためのパフォーマンス
テストとして実施するため，部分点，相対評価は一切行わず，一門一点形式で行う。このことを心し，毎回の授業を実
践練習の場として積極的に活用すること。
（６）授業中に時間の都合上，質問に答えられないことも考えられる。その際には，教員にメールにて質問をするか
，14:30〜16:00までの間に非常勤講師控え室に質問に来ること。成績評価には授業態度が含まれるが，このような積極
性が評価の観点となる。
【担当：武田非常勤講師】

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 オリエンテーション 授業進行上の注意点, 成績評価などに関して理解する
。

2週 #4 電話をつなぐ (電話） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

3週 #5 電話のトラブル (電話） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

4週 #8 伝言を承る・残す (電話） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

5週 #1 目的を告げる（対面・電話・メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

6週 #2 初対面をする (対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

7週 #3 名刺を渡す（対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

8週 #6 海外の空港で（対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。



2ndQ

9週 #7 丁寧に依頼する（メール・電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

10週 #9 問い合わせをする（メール/電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

11週 #10 アポを取る（メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

12週 #11 はっきりと要求を述べる（メール/電話） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

13週 #12 詫びる（メール/電話） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

14週 #13 アポを取る（電話/対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

15週 アポを取る（メール・電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

16週 前期末試験
答案返却・解説

後期

3rdQ

1週 #17 求人について問い合わせる（メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

2週 #17 求人について問い合わせる（メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

3週 #14 不在を知らせる（電話・対面/メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

4週 #14 不在を知らせる（電話・対面/メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

5週 #15 理解の確認をする (メール・電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

6週 #15 理解の確認をする (メール・電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

7週 #16 添付の案内をする（メール/電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

8週 外国人社員とランチに行く 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

4thQ

9週 取引先（ 外国人）とランチに行く 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

10週 #18 提案をする (電話・対面） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

11週 #19 提案をする（メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

12週 #20 異動を知らせる（メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

13週 #21 お別れを言う (対面/メール） 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

14週 音声ガイドを聞く 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

15週  音声ガイドを聞く 基本的な熟語表現，語彙を覚えて使えるようになるた
めの練習を行う。

16週 後期末試験
答案返却・解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 15 0 15 100
基礎的能力 70 0 0 15 0 15 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


